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令和 8 年度 第１回宮崎支部評議会の概要報告 

開 催 日 時 令和 8 年 7 月 14 日（火） 14：00～16：20 

開 催 場 所 宮崎支部会議室 

出 席 者 

 

上山評議員・蔵本評議員・髙橋評議員・谷口評議員・ 

橋口評議員・藤元評議員・谷田貝議長・横山評議員 （五十音順） 

議 題 

1. 令和 7 年度全国健康保険協会の決算報告について 

2. 令和 7 年度宮崎支部事業報告について 

3. 令和 6 年度（2024 年度）医療費統計分析 

4. その他 

4-1 都道府県単位保険料率の平準化措置の取扱いについて 

4-2 中期戦略プランについて 

4-3 外国人雇用状況および返納金債権発生状況について 

4-4 令和 8 年度の評議会開催スケジュール 

議 事 概 要 （主な意見等） 

１． 令和 7 年度全国健康保険協会の決算報告について 

資料 1-1、資料 1-2、資料 1-3、資料 1-4 に基づき事務局より説明 

 

【事業主代表】 

資料 1-4 財務諸表について、貸借対照表の被保険者貸付金とはどのような勘定か。 

 

【事務局】 

高額な医療費を支払った際の高額療養費は支給までに時間を要するため、申込書を提出いただくことで、支給

見込み額の 8 割相当額を無利子で貸付を行うことができる制度があり、その費用を計上している。現在は、限度

額適用認定証やマイナ保険証の普及により貸付制度を利用する方は減少傾向にある。 

出産費用についても、同様の制度がある。 

 

【事業主代表】 

資料 1-1 の P15 準備金残高等の推移について、令和 7 年 11 月に宮崎でも最低賃金が上昇し、事業所が負

担する社会保険料の支払い額が増加している。今年度も昨年度より事業所の社会保険料負担が増加すること

が見込まれるが、準備金残高が積みあがっており、今後の議論で保険料率を引き下げる方向にはならないの

か。 

 

【事務局】 

加入者にとって、賃金が上がっても保険料が下がることが望ましく、事業所にとっても保険料率の低下は負担軽

減につながる。一方で、保険財政の維持と医療機関の厳しい経営状況を踏まえ、注視しながら検討していくこと

が求められる。保険料率を引き下げた場合、国における国庫補助率に影響を与える可能性があることから、今後

の議論の中で検討してまいりたい。 
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２． 令和 7 年度宮崎支部事業報告について  

資料 2-1、2-2 に基づき事務局より説明 

 

【被保険者代表】 

KPI 数値目標について、「前年度以上」は適正か。目標が達成できない場合には、翌年度の KPI が下がることか

ら、全国平均などを取り入れてもよいのではないか。 

 

【事務局】 

前提として全支部共通で「前年度実績を上回ること」という目標設定がされている。ご指摘の点については課題と

して認識しており、支部としても指摘いただいた点を踏まえて、目標管理に取り組んでまいりたい。 

 

【議長】 

基本的に本部が目標数値を決めている理解でよいか。 

 

【事務局】 

支部で決定する項目もあり、各支部の目標達成が協会全体の目標達成につながる。 

 

【被保険者代表】 

資料 2-2 にある返納金債権について、年金事務所等への電子申請やマイナ保険証の利用が普及されている

が、返納金額は今後どのような傾向にあるのか。 

 

【事務局】 

現時点で大幅な減少等はみられないが、マイナ保険証の利用普及に伴い、返納金債権は減少していく見込みで

ある。依然としてマイナ保険証を利用していない方への利用推進を行うとともに、速やかな返納金債権回収業務

に取り組んでまいりたい。 

 

【被保険者代表】 

マイナ保険証を利用した際、医療機関へ自分の情報はすべて連携されるのか確認したい。 

 

【事務局】 

同意していただければ、過去の投薬・診療データについて連携される仕組みである。 

 

３． 令和 6 年度（2024 年度）医療費統計分析 

資料 3 に基づき事務局より説明 

 

【事業主代表】 

団塊の世代がすべて後期高齢へ移行し、医療費は今後も増え続けると思うが、過去の予測を踏まえ、どのような

シミュレーションを行って準備金残高を残しているのか問いたい。 
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長年に渡り、高い保険料負担を継続してきた加入者への考慮は必要と考える。 

 

【事務局】 

賃金の上昇により、5 年前に公表した試算と比較すると収支は上振れしている。しかしながら、今後の見通しとし

ては、加入者の平均年齢上昇や医療の高度化、団塊の世代がすべて後期高齢者となることによる「保険給付

費」や「高齢者支援金」の増大が確実視されている。さらに、物価高や賃金上昇等も踏まえた診療報酬改定の

影響も順次反映され、中長期的には支出の増加は避けられない状況にある。近年の単年度収支だけでなく「中

長期的な視点で安定的な財政運営を確保する」という基本スタンスに基づき、現在の保険料率を維持すること

が妥当であると判断している。 

 

【議長】 

翌年度の保険料率を決めるシミュレーションでは被保険者数や給与水準がベースとなるが、過去数年に遡って

予測通りに推移したかの議論が十分ではないため、計算根拠が分かりづらい。近年の保険料の算定としては「保

険料率は引き下げない（現状維持）前提」での試算と言わざるを得ない。過去のシミュレーション結果など踏まえ

た保険料率の決定を検討いただくように今後も本部に伝えていただきたい。 

 

【学識経験者】 

資料 3 の P5 被保険者の業態別加入状況については、宮崎の産業構造がどの分野に支えられているのかがよく

分かる。他の行政機関への共有も必要ではないか。P14 全国平均からの乖離状況については、5 年程経過を追

っていくと宮崎県の特徴が更に分かるのではないか。P17-19 疾病別医療費の状況については、宮崎県における

主要な医療費の把握、保険の財政にも大きく関わるため今後も引き続き行っていただきたい。 

 

【事務局】 

ご指摘のとおり資料に関しては、県の健康増進課・医療政策課へも提供し共有している。今後も分析結果を元に

県当局を始め、関係各機関と連携を図り、健康増進に努めてまいりたい。 

 

4-1 都道府県単位保険料率の平準化措置の取扱いについて 

資料他に基づき事務局より説明 

 

特段の意見なし 

 

4-2 中期戦略プランについて 

資料他に基づき事務局より説明 

 

特段の意見なし 

 

4-3 外国人雇用状況および返納金債権発生状況について事務局より説明 
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【事業主代表】 

外国人返納金債権を増やさないために、事業所へ正しい健康保険の在り方を説明することが必要と考える。 

 

【事務局】 

ご指摘のとおりであり、引き続き広報に努めてまいりたい。 

 

4-4 令和 8 年度の評議会開催スケジュールに基づき事務局より説明 

 

【各評議員】 

開催日程について、内容を確認のうえ、了承をいただいた。 

 

 

《特記事項》 

・次回の評議会は、令和 8 年 10 月に開催予定 

・傍聴なし 

 


